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２０２３（令和 5）年６月号（通算３５９号） 

 
 

 

 

 

 

今年は、７月２２日（土）に春野小学校（校庭）で開催します（予備日２９日） 。 

詳細内容は、別途広報しますが、基本的にはこれまでの夏祭りと同様の規模・内容を 

計画しています。 

◇ 催し物：盆踊り・子供神輿・ＯＮステージ・花火大会・抽選会等 

◇ 模擬店：焼きそば・焼き鳥・フランクフルト・冷し蕎麦・カレーライス・ 

フルーツ・チョコバナナ・ポップコーン・かき氷・飲み物（ビール、 

ラムネ等）・射的・ヨーヨー・スーパーボール・おもちゃ等 

２０１９年以来４年ぶりの開催となり、各自治会ともに過去の記録・記憶を頼りに、

手探りの中で悪戦苦闘しながら、実施計画を立案中です。 

コロナ禍以前の様に住民同士・子供達の交流・コミュニケーションが活発に行える夏

祭りにしてまいりましょう。 

 

 

 

ぼうさい News 第 1 号が発行されました。 

今回、自治会自主防災組織から東三番街全体をカバーできる東

三番街自主防災組織に拡大でき、長年防災に取り組んでいただい

た多くの方々の願いを実現することが出来たのではないでしょう

か。 

これまで、地震や異常気象などによる大災害がいつ発生してもおかしくないといわ

れている中、大きな災害もなく過ごせた一方で、これからは、大規模災害発生時に迅

速に対応できるように自主防災組織の充実を図ることが出来ます。 

今年度は３つの部会とワーキンググループに分かれて活動を行いますが、自主防災組

織構成メンバーの住民有志（防災ボランティア）の登録者募集は随時受付しています。

自主防災組織活動に関心のある方は是非登録をお願いいたします。 

 

ご参考）防災ボランティアについて 

東三番街自主防災組織 運営規則 第 3 条 

２ 自主防災組織は、管理組合理事および自治会役員と班長、管理組合と自治会共同

設置の防災対策専門委員会委員（以下委員という）、住民有志（以下防災ボラン

ティアという）で構成する。 

４ 防災ボランティアは東三番街に居住する有志で、任期を設けず平時の継続的な自

主防災組織の活動を支えると共に、災害時は災害対策本部の災害対応活動を行う。 

 

「アーバン夏祭り  ２０２３」開催決定！ 

 

 

 

 
 
 
 

『東三番街自主防災組織』活動開始 
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１．深作多目的遊水地とは 

深作多目的遊水地は、見沼区のひがしはる野北側から県南卸売団地までの公園を含む広範囲

の窪地【下地図 A（１）～Ａ（４）、Ｂ、Ｃ（１）、Ｃ（２）】が、深作多目的遊水地になり

ます。深作多目的遊水地は、綾瀬川流域を洪水災害から守る目的に造られました。 

  【Ｂ:8の字公園、C(1):小学校グランド、丸の字公園、C(2):中学校グランド、横の広場】                                      

 
出典：地図は国土地理院 

２．深作多目的遊水地協議会とは 

 ①「深作多目的遊水地協議会」は、我々地域住民が行政と協業し、「放置されたビオトープ

（生物群集の生息空間）」を「管理された自然環境」となるように活動していく組織として 

  ２０１８年１２月に発足しました。 

② 深作多目的遊水地周辺の１１自治会（東一番街、東２番街、東三番街、大宮東五番街、 

コスモ春野、はる野４丁目北、ひがしはる野団地、深作、丸ヶ崎、プロムナード大宮春野、 

春野一区）の自治会長が参加し、深作多目的遊水地の環境改善について定期的に協議して 

おり、東三番街環境専門委員が発起人となり協議会の事務局を担当しております。 

３．深作多目的遊水地協議会ホームページ（以下ＨＰ）開設の目的 

   地域住民の方々や協議会メンバーの方々に深崎多目的遊水地の概要や協議会の役割、協議 

  会の活動等を発信・共有します。また、ビオトープの保全・復元についての情報や自然環 

  境保全についての理解を深めていただけるような情報を発信・共有します。及び関係行政 

  機関への環境改善要請・対応の情報を発信・共有します。 

４．深作多目的遊水地協議会 HP の主な内容 
①深作多目的遊水地の概要（含む今昔の写真）②加盟自治会の情報 ③協議会の活動  

④関係行政機関への環境改善要請・対応  ⑤ＳＤＧｓと協議会  ⑥協議会定款 等 

５．深作多目的遊水地協議会 HP へのアクセス方法  

  ※HP のアドレス https://fukasakuyusuichi.info で検索するか、 

   Google 等の検索エンジンで深作多目的遊水地協議会を入力して検索して下さい。 

   ※スマホの方は右の QR コードを読み込んで下さい。 

   <東三番街自治会 環境専門委員会 & HP委員会 佐藤＞ 

環境専門委員会：深作多目的遊水地協議会のホームページ開設 
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６月１１日（日）９：００～東二番街集会所前にご参集ください。 

参加者記入欄への氏名記入をお忘れなく！（保険申し込みを兼ねています。） 

 

 

 

 

毎月第一・第三日曜の資源物回収にご協力いただき、大変ありがとうございます。皆

様一人ひとりの心遣いが貴重な資源の回収につながり、ごみの削減にもなっておりま

す。 

本年２月から資源回収物をお願いしている業者さんは非常に好意的で、連休中も雨の

日もほぼ時間通り（１２時頃）に回収に来ていただいており、大変助かっています。こ

のような関係を末永く継続していくために、彼らの回収作業が円滑に実施できるように

したいと思います。「出して終わりではなく、その先に回収してくれる誰かが必ずい

る」ということをご理解いただき、皆様の一層のご協力をお願いいたします。具体的に

は、 

● 段ボールは畳んでひもでしっかり縛ってください（箱には詰めこまないようにお願

いします）。写真➀ 

● パック類用のかごには牛乳等のパックのみとしてください。菓子箱等やヨーグルト

のパックは紙類へお願いします。写真② 

● 衣類は汚れを落とし、天候に関わらずビニール袋に入れてください（毛布は燃える

ごみに出してください）。写真③ 

● アルミ缶の回収が増えてきました！収入増になります！極力火曜日ではなく、こち

らに出してください（スチール缶は火曜日に出してください）。 

写真①            写真②           写真③ 

 

 

 

 

深作多目的遊水地と丸ケ崎・深作の田んぼが平成２０年に見沼区八景の一つに選ばれ

ています。 

市報さいたま見沼区版に掲載されており、現在見沼区八景クイズが見沼区コミュニテ

ィ課主催で行われています。 

応募用紙は市のホームページからダウンロードするか、春野図書館にもおいてありま

す（参加賞あり）。 

資源物回収について 

 

 

 

 
 
 
 

ごみゼロキャンペーン市民清掃活動について 

 

 

 

 
 
 
 

深作遊水地の記事に関連して 
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先日、さいたま市防犯協会会長（大宮東警察署長）より、「さいたま市地域防犯推進

委員」の推薦依頼が届きました。2 年間の任期満了にともない、地区防犯委員の委嘱換

えがおこなわれることになり、東三番街自治会は 20 日の第 2 回役員会で防犯担当役員

を推薦することになりました。 

推進委員の任務は、①地域安全情報の住民への提供、伝達 ②地域住民からの要望意

見の把握 ③防犯広報資料の配布、回覧、掲示 ④防犯講習会、防犯パトロールの企画、

実施 ⑤地域安全運動への参加呼びかけ等です。 

安全で安心して暮らせる地域社会を維持するためには、地域の皆さんが協力し、さま

ざまな防犯活動を継続して実施することがとても重要です。 

防犯パトロールは、泥棒を捕まえる活動ではありません。パトロールをしている姿を

見せたり、居住者の皆さんが声をかけあうことにより、自然に地域のコミュニティが生

まれ、犯罪者を寄せ付けない団地、犯罪に強いまちが出来上がっていくと思います。 

今年度は、さいたま市地域防犯活動助成制度を利用して、「防犯パトロール」用ベス

トを購入し、防犯パトロール時に着用する予定です。 

 

 

 

 

■  ６月１１日（日）９：００～公園、遊水地周辺の清掃（近隣自治会合同） 

東二番街集会所前にご参集ください。 

■  ６月役員会：６月１７日（土）１４：００～ 

■  ７月１日（土）９：００～避難所運営訓練（詳細は後日、掲示又は回覧） 

■ 結ネット登録状況：５月３１日現在９６世帯 １２３名 

 

 

 

 

資源回収対象品目は新聞（チラシを含む）雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、 

牛乳パック、衣類等（繊維）、アルミ缶の７品目です。 

① 資源回収日：６月４日（日）、６月１８日（日）第一・第三日曜日 

  集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 

（台車を牛乳パック入れの横にご用意しています。） 

② 資源回収状況 

５月      2,190 kg  （含む、アルミ缶 30 kg） 

      前年比 92.8 ％ 

      収益 牛乳パック 40 円 アルミ缶  900 円   

１～６月累計 10,380 kg  （含む、アルミ缶 130 kg） 

      前年比 97 ％  

＊資源物回収は年に一回、市から重量に応じて補助がありますが、それに加え牛乳パ

ック・アルミ缶については回収業者からの現金収入もあります。牛乳パック・アルミ

缶回収の一層のご協力をお願いします。 

 

６月資源物回収日と５月資源物回収状況 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

『さいたま市地域防犯推進委員』に防犯担当役員を推薦 

 

 

 

 
 
 
 

連 絡 事 項 
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ソバ畑と五穀 
前回のキツネの伝説は、お酒に酔った深作の人が岩槻からの帰り道、ソバ畑を歩いて

も歩いても深作村にたどりつけない、というお話でした。ソバは五穀に含まれないので

年貢で持っていかれる心配もなく、自家用として育てていたようです。では、五穀はな

にをさすのでしょう。古事記では「イネ、ムギ、アワ、ダイズ、アズキ」日本書紀では

「イネ、ムギ、アワ、ヒエ、マメ」が五穀とされています。 

さて、今回は春岡村を離れて、五穀の始まりを神代の時代にさかのぼってみましょう。 

 

古事記によると、高天原を追放された 

スサノオノミコトは食べものを求めてお 

姉さんのオオゲツヒメを訪ねます。オオ 

ゲツヒメは鼻や口、そしてお尻から様々 

な食材を出して調理しました。それを見 

てしまったスサノオは「よくも汚いもの 

を食べさせたな」と怒りまくって、オオ 

ゲツヒメを斬り殺してしまいました。す 

ると、死んだオオゲツヒメの頭からカイ 

コが生まれ、目からイネ、耳からアワ、 

鼻からアズキ、股からムギ、尻からダイ 

ズが生えてきました。それをカミムスビ 

神が集めて人間に与えました。 

（今回参考にした斉藤洋著『古事記』 

は児童向けですが大人が読んでもおも 

しろいです。） 

 

日本書紀では、天照大神（アマテラス 

オオミカミ）に命じられ、月読命（ツク 

ヨミノミコト）は保食神（ウケモチノカ 

ミ）の様子を見にいきました。喜んだウ 

ケモチは陸を向いて口から米飯を吐き出 

し、海を向いて魚を吐き出し、山を向い 

て獣を吐き出し、これらでもてなしたと 

ころ、ツクヨミは「吐き出したものを食わせるのか」と怒り狂い、ウケモチを斬り殺し 

てしまいました。すると、ウケモチの死体の頭のてっぺんから牛馬、額からアワ、眉か 

らカイコ、目からヒエ、腹からイネ、股からムギとダイズ、アズキが生えました。これ 

をアマテラスから遣わされた天熊人（アメクマヒト）という神が持ち帰ったところ、ア 

マテラスは大いに喜んで「これは人々が生きていくために必要な食物だ」と言って、田 

畑の作物や養蚕の種にしました。 
 

（※）挿絵は江戸時代に描かれた「職人尽絵詞、人倫重宝記」より「うけもちノ神目ひたいに 

あわひえ五こくはえたる所」（江戸科学古典叢書 39）  

 （東三番街 平山由喜） 
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